
日
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平成31年

東温市消防出初式が挙行されました。

第
３
分
団
第
２
部
団
員小

山　
憲
二

第
４
分
団
第
１
部
団
員浅

野　
和
矢

　
　
　
　
第
１
部
団
員梅

崎　
博
之

第
５
分
団
第
３
部
団
員谷

口　
数
彦

　
　
　
　
第
３
部
団
員佐

伯　
真
司

第
６
分
団
第
２
部
団
員中

島　
芳
彦

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
夫
婦
団
員
）

第
６
分
団
第
１
部
班
長日

野　
厚
志

本
部
団
員

日
野　
博
美

（
親
子
団
員
）

第
５
分
団
第
１
部
部
長菅

野　
逸
志

　
　
　
　
第
１
部
団
員菅

野　
　
亮

（
家
族
内
助
の
功
労
）

第
１
分
団
分
団
長

　
國
安 

計
祐
の
妻 

ゆ
か
り

（
優
良
団
体
）

　
拝
志
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ　

東
温
市
長
表
彰

本
部
女
性
班
団
員

二
神　
　
幸

第
１
分
団
第
１
部
団
員渡

部　
敦
志

　
　
　
　
第
５
部
団
員井

上　
真
一

第
２
分
団
第
６
部
団
員門

屋　
剛
史

　
　
　
　
第
６
部
団
員安

井　
章
智

　
　
　
　
第
７
部
団
員大

北　
　
豪

第
３
分
団
第
１
部
団
員藤

原　
　
直

　
　
　
　
第
２
部
団
員森　

　
晃
一

　
　
　
　
第
２
部
団
員丹

生
谷
尚
慶　

　
　
　
　
第
２
部
団
員野

中　
達
矢

　
　
　
　
第
３
部
団
員岩

田
桂
太
郎

第
３
分
団
第
３
部
団
員青

井　
　
啓

第
４
分
団
第
１
部
団
員奥

村　
政
喜

　
　
　
　
第
２
部
団
員大

堀　
　
純

　
　
　
　
第
２
部
団
員菅

野
浩
太
郎

　
　
　
　
第
３
部
団
員菅　

　
貴
之

第
５
分
団
第
２
部
団
員八

木　
慎
也

　
　
　
　
第
２
部
団
員水

口　
秀
樹

第
６
分
団
第
１
部
団
員日

野　
友
樹

　
　
　
　
第
１
部
団
員谷

河　
竜
一

纏
会
長
表
彰

東
温
市
女
性
消
防
隊

災
害
が
発
生
し
た
時
は
迅

速
な
行
動
が
必
要
で
す
。

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て

「
自
助
・
共
助
」を
推
進
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
庁
長
官
表
彰

第
４
分
団
第
４
部
団
員大

西　
幸
藏

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

本
部　
副
団
長

森　
　
眞
和

（
精
績
章
）

本
部　
方
面
隊
長

越
智　
博
伸

第
６
分
団
分
団
長

近
藤　
和
久

（
勤
続
章
）

第
２
分
団
分
団
長

八
塚　
俊
明

　
　
　
　
第
２
部
部
長和

泉　
祐
二

第
６
分
団
第
２
部
部
長近

藤　
浩
二

第
５
分
団
第
４
部
班
長渡

部　
宏
治

第
６
分
団
第
１
部
班
長近

藤　
浩
一

第
１
分
団
第
２
部
団
員大

西　
匡
宏

第
６
分
団
第
２
部
団
員近

藤　
隆
吉

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
優
良
女
性
消
防
隊
）

東
温
市
女
性
消
防
隊

（
優
良
女
性
消
防
隊
員
）

本
部
団
員

山
崎　
三
和

愛
媛
県
知
事
表
彰

第
４
分
団
副
分
団
長

大
西　
真
蔵

第
３
分
団
第
３
部
部
長野

首　
泰
志

第
６
分
団
第
３
部
部
長渡

部　
安
正

本
部
班
長

白
戸
真
由
美

消
防
本
部
消
防
司
令

和
田　
　
悟

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

第
３
分
団
分
団
長

岡
田　
文
明

第
４
分
団
分
団
長

德
野　
　
守

（
規
律
章
）

第
２
分
団
第
３
部
団
員葛

原　
隆
治

第
４
分
団
第
２
部
団
員八

木　
俊
幸

第
５
分
団
第
２
部
団
員酒

井　
哲
雄

（
勤
続
章
）

第
２
分
団
第
４
部
班
長束

村　
知
重

　
　
　
　
第
５
部
班
長島

本　
　
誠

第
４
分
団
第
１
部
班
長東　

　
功
亮

第
２
分
団
第
１
部
団
員井

門　
清
隆

　
　
　
　
第
１
部
団
員渡

部　
良
正

　
　
　
　
第
３
部
団
員大

西　
　
強

　
　
　
　
第
３
部
団
員江

﨑　
寿
紀

　
　
　
　
第
４
部
団
員明

賀　
良
和

　
　
　
　
第
６
部
団
員相

原　
重
鎮

　
　
　
　
第
７
部
団
員由

井　
良
雄

　
　
　
　
第
７
部
団
員川

本　
　
旭

第
３
分
団
第
２
部
団
員髙

須
賀　
聡

ご
と
に
暖
か
さ
を
増
し
始
め

た
３
月
３
日
、
平
成
31
年
東

温
市
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
、
中
央

公
民
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

集
ま
っ
た
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
勇
姿

に
心
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
市
長
は
、
近
年
の
災
害
時
に
お

け
る
、
消
防
団
員
の
迅
速
な
対
応
と
献

身
的
な
活
動
を
労
い
、
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
に
対
す
る

防
災
・
減
災
対
策
の
た
め
、「
地
域
に

根
ざ
し
た
防
災
体
制
の
充
実
強
化
が
必

要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
当
日
、
消
防
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成31年 東温市消防出初式　表彰受賞者



自
分
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら

地
域
の
役
に
も
立
ち
た
い

　
平
成
19
年
２
月
に
消
防
団
に
入

団
し
、
12
年
間
活
動
し
て
い
る
大

塚
早
紀
さ
ん
。「
女
性
消
防
団
員
は

火
災
や
捜
索
な
ど
に
は
出
動
せ

ず
、
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を

取
得
し
、救
命
講
習
の
手
伝
い
や
、

救
急
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
広
報
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
、

幼
稚
園
で
生
活
支
援
員
と
し
て
勤

務
し
な
が
ら
両
立
し
て
い
ま
す
。

出
産
の
た
め
活
動
で
き
な
か
っ
た

期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
団
員
の

方
と
家
族
の
支
え
の
お
か
げ
で
今

で
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
ご
家
族
は
、
早
紀
さ
ん
が
休
日

に
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
服
を
着
て
啓

発
す
る
姿
を
見
に
行
く
こ
と
も
多

く
、
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
見
守
っ

て
い
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
送
り
出

し
て
く
れ
る
家
族
の
存
在
は
、
早

紀
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
で

あ
る
よ
う
で
す
。

地
域
で
活
躍
す
る
女
性
を

増
や
し
た
い

　
「
女
性
消
防
団
員
を
増
や
す
た

め
に
団
員
内
で
悩
み
、
話
合
い
も

重
ね
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
加
入

促
進
は
地
域
の
課
題
で
も
あ
り
、

呼
び
か
け
を
続
け
る
こ
と
で
輪
を

広
げ
た
い
で
す
。
女
性
が
活
動
服

や
制
服
を
着
て
い
る
姿
を
見
て
も

ら
う
こ
と
が
、
少
し
で
も
ア
ピ
ー

ル
に
な
り
、
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」。

　
家
族
に
何
か
あ
っ
た
時
、
動
じ

ず
に
家
族
の
た
め
、自
分
の
た
め
、

少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
ー
。
そ

の
思
い
が
大
塚
さ
ん
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
を

応
援
し
て
く
れ
る
職
場
環
境

　
株
式
会
社
ヒ
カ
リ
で
育
休
制
度

を
利
用
し
、
子
育
て
中
の
水
田
友

美
さ
ん
は
、
平
成
16
年
４
月
に
入

社
し
、
社
会
保
険
業
務
や
社
内
報

の
発
行
、
受
付
等
を
経
験
。「
産
休

の
こ
と
を
伝
え
た
時
も
嫌
な
顔

一
つ
せ
ず
祝
福
し
て
く
れ
ま
し

た
」。
そ
ん
な
水
田
さ
ん
に
会
社

で
の
支
援
制
度
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
隔
週
火
曜
日
に
希

望
者
は
、
勤
務
時
間
内
に
30
分
プ

ロ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
作
業

効
率
も
上
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
社
員
５
人
以
上
で
の
親
睦
会

に
一
人
３
，０
０
０
円
を
支
給
す

る
制
度
や
、
マ
ラ
ソ
ン
グ
ッ
ズ
の

購
入
を
年
間
１
万
円
ま
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
年
の
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に

は
35
人
が
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

仕
事
以
外
の
時
間
で
も
交
流
が
増

え
、
人
間
関
係
も
良
好
で
す
」。

大
切
に
し
た
い

働
く
時
間
・
家
族
と
の
時
間

　
「
４
月
か
ら
所
定
労
働
時
間
も

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
義
務
で
あ
る
年
間
５
日
の
有

給
休
暇
取
得
の
う
ち
３
日
は
連
続

取
得
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
復
帰
後
は
、
余
暇
時
間
を

利
用
し
て
、
家
族
で
い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
出
掛
け
て
家
族
の
時
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
会
社

が
社
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実

も
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し

な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
助
か
り
ま
す
」

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
に

伴
う
人
口
減
少
社
会
に
突
入

し
、
２
０
１
０
年
と
比
較
す

る
と
、
２
０
４
０
年
に
は
愛

媛
県
の
生
産
年
齢
人
口
は
約

30
万
人
減
少
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
役
世
代
の
減

少
に
比
例
し
て
、
子
育
て
・

介
護
な
ど
時
間
的
制
約
を
持

つ
人
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

男
女
が
対
等
に
地
域
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
性
別

に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
の
な
い
住
み
や
す
い
地

域
を
つ
く
り
、
企
業
が
働
き

方
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
有
能
な
人
材
の
確
保
に

な
り
、「
明
日
へ
の
投
資
」
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

仕
事
と
同
じ
よ
う
に
、
家

事
・
育
児
、
近
隣
と
の
付
き

合
い
な
ど
の
生
活
も
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働

き
、
家
庭
や
地
域
生
活
で
も
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実

現
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
、

一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
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支
え
合
お
う
。

多
様
な
生
き
方

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
、「
仕
事
」
と
「
仕

事
以
外
の
生
活
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
両
方
を
充

実
さ
せ
る
働
き
方
・
生
き
方
で
す
。
望
ま
し
い
バ
ラ

ン
ス
は
人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
実
現
に
は
社
会

全
体
の
意
識
改
革
と
支
え
が
必
要
で
す
。

　

仕
事
、
子
育
て
、
地
域
活
動
に
取
り
組
む
２
組
の

家
族
を
取
材
し
ま
し
た
。

東温市女性消防団員の皆さ
ん。働いている人、主婦の
人などさまざまですが、皆さ
んが積極的に活動を続けて
います。団員同士の支えあ
いが強く、イベントや啓発活
動を協力して行っています。

問 東温市消防本部　
 　☎ 964-5210

２/26 に㈱ヒカリで幹部職
員を対象として開催され
たワークライフバランス推
進研修。「責任者が出席す
ることで自分たちが考え
取り組まなければならな
い状況であることを認識
する良い機会になりまし
た」との声が聞かれました。

大塚 早紀さん（田窪）

水田 友美さん（志津川南）

母
と
し
て
、

地
域
の
一
員
と
し
て

変
え
る
。

働
き
方
の
カ
タ
チ
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